
海外のモノづくり現場で通用する英語力を養う実践的
カリキュラムを大学院で開講 ものつくり大学の外観

ものつくり大学

稲
永
忍
学
長

優れた技能データ化、次代へ継承

　
も
の
つ
く
り
大
学
は
、

月

か
ら
海
外
の
モ
ノ
づ
く
り
現
場

で
通
用
す
る
英
語
力
を
養
う
実

践
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
サ
バ
イ

バ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ

ォ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
」
を
同

大
学
院
で
開
講
し
た
。
社
会
人

向
け
委
託
訓
練
は

月
か
ら
Ｃ

Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
。
稲

永
忍
学
長
は
「
産
業
界
の
構
造

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
働
く

人
の
能
力
開
発
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
い
人
向
け
の
社
会
人
教

育
に
も
力
を
入
れ
、
貢
献
し
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
国
の
私
立
大
学
等
改
革
総
合

支
援
事
業
と
設
備
整
備
事
業
で

は
、
本
年
度
は
３
分
野
で
補
助

金
を
得
た
。
教
育
の
質
向
上
を

図
る
分
野
の
「
学
生
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
・
出
席
管
理
シ
ス
テ

ム
」
は
全
教
職
員
が
各
学
生
の

状
況
を
把
握
・
共
有
し
、
中
途

退
学
を
出
さ
な
い
よ
う
指
導
に

使
う
。
地
域
貢
献
分
野
で
は
行

田
市
内
の
空
き
家
を
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
な
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
装
し

て
活
用
す
る
た
め
に
気
象
観
測

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
小
学

校
教
育
に
も
活
用
す
る
。

　
ま
た
、
製
造
業
と
建
設
業
の

匠
の
技
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
「
フ
ィ
ー
ル
ド

現
場

の

知
の
維
持
継
承
シ
ス
テ
ム
」
も

本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
。
一
級
技

能
士
ら
の
体
や
目
の
動
き
を
撮

影
し
て
３
次
元
デ
ー
タ
化
し
、

日
本
の
優
れ
た
技
能
を
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
考
え
だ
。

日本工業大学

波
多
野
純
学
長

地域福祉環境の人材育成に力
人材育成で取り組む「彩の国連携力育成プロ
ジェクト」第２回教職員ワークショップ

　
大
学
の
重
要
な
使
命
と
し

て
、
地
域
貢
献
が
あ
る
。
日
本

工
業
大
学
は
、
埼
玉
県
立
大
学

を
中
心
に
、
埼
玉
医
科
大
学
、

城
西
大
学
と
連
携
し
「
彩
の
国

連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
地
域
住
民
の
暮

ら
し
の
課
題
を
多
職
種
の
連
携

で
発
見
・
解
決
で
き
る
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
文

部
科
学
省
平
成

年
度
「
大
学

間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
」

選
定
取
組
と
し
て
始
ま
っ
た
５

年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
各

大
学
の
特
質
を
生
か
し
、
将
来

の
専
門
家
を
育
て
る
の
が
目
的

だ
。

　
埼
玉
県
は
全
国
有
数
の
高
齢

化
率
の
高
い
県
だ
。
そ
こ
で
、

今
後
の
高
齢
社
会
で
は
医
療
福

祉
分
野
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
で
、
課
題
を
解

決
し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
そ

も
そ
も
の
始
ま
り
。
９
月
に
実

施
し
た
４
大
学
連
携
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

医
療
・
福
祉
・
工
学

に
お
け
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ

ア
」
を
考
え
る

で
は
、
４
大

学
の
教
職
員
や
学
生
が
集
ま

り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
波
多
野
純
学
長
は
「
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。
住
宅
に
福
祉
環
境
の
発

想
を
取
り
入
れ
た

生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科

を
設
置
し
た

こ
と
で
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
」

と
、
「
工
学
の
観
点
か
ら
地
域

福
祉
環
境
の
問
題
に
取
り
組

む
」
覚
悟
だ
。

中東諸国大学と教育連携を強化

東洋大学

オマーン王立スルタン・カブース大学サイエンス・
カレッジと教育研究連携の部局間協定を締結

バ
イ
オ
・
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
前
川
透
セ
ン
タ
ー
長

　
東
洋
大
学
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
キ

ン
グ
・
ア
ブ
ド
ラ
ジ
ズ
医
科
大

学
と
の
間
で
、
同
大
学
か
ら
修

士
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

受
け
入
れ
る
た
め
の
協
定
「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
締
結

し
た
。
当
面
は
２
０
１
５
年
９

月
か
ら
、
同
大
学
の
学
生
４
人

を
１
年
間
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
計
画
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
に

先
立
ち

月
、
オ
マ
ー
ン
王
立

の
ス
ル
タ
ン
・
カ
ブ
ー
ス
大
学

／
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
と

「
教
育
研
究
連
携
の
部
局
間
協

定
」
を
結
ん
だ
。
同
協
定
に
も

と
づ
き
、
両
者
は
今
後
、
双
方

の
教
員
や
学
生
の
交
流
お
よ
び

共
同
研
究
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
活
動
な
ど
深
め
て
い
く
計

画
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を
弾

み
と
し
て
、
中
東
諸
国
大
学
と

の
各
種
教
育
連
携
を
拡
大
す
る

考
え
だ
。

　
東
洋
大
学
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
学
生
の
４
割
が
イ
ン
ド
や

中
国
、
欧
米
な
ど
か
ら
の
留
学

生
で
構
成
さ
れ
、
授
業
も
全
て

英
語
で
行
う
。
現
在
、
世
界
各

国
の

大
学
と
教
育
連
携
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
イ
ン
ド
の
Ｉ

Ｉ
Ｔ
デ
リ
ー
大
学
に
は
リ
エ
ゾ

ン
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
て
い
る
。

埼
玉
県
内
４
大
学

　製造業の集積地、埼玉県。県内には企業
と同様に個性豊かな大学が存在し、日夜、
独自の研究に取り組んでいる。地元企業と
連携しながら地域活性化に取り組む工業系
学部に強みをもつ県内４大学のトップを訪
問し、現状と将来の展望について聞いた。地域と共に発展■■■■■■

燃料電池車の普及を見据え、次世代向けの電極
触媒材料の研究開発に取り組む（松浦研究室）

電極触媒材料の実用化に力

内
山
俊
一
学
長

埼玉工業大学
　
埼
玉
工
業
大
学
は
、
来
秋
を

め
ど
に
「
も
の
づ
く
り
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
。
主
に

電
気
自
動
車
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
次

世
代
自
動
車
に
つ
い
て
、
車
体

を
軽
量
化
す
る
た
め
の
材
質
、

塗
装
な
ど
の
課
題
を
地
元
企
業

と
連
携
し
て
新
型
Ｅ
Ｖ
を
つ
く

る
の
が
狙
い
だ
。
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
も
人
間
心
理
に
マ
ッ
チ

し
た
心
理
学
の
観
点
か
ら
製
作

す
る
。今
後
、５
年
間
で
次
世
代

Ｅ
Ｖ
を
開
発
す
る
予
定
だ
。

　
同
大
学
で
は
今
、
水
素
―
酸

素
燃
料
電
池
用
電
極
触
媒
材
料

の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

開
発
し
た
複
合
系
材
料
の
カ
ー

ボ
ン
ア
ロ
イ
は
窒
素
原
子
が
結

合
し
た
カ
ー
ボ
ン
ア
ロ
イ
と
呼

ば
れ
、
特
許
取
得
済
み
。
内
山

俊
一
学
長
は
「
従
来
の
カ
ー
ボ

ン
ア
ロ
イ
は
酸
素
極
だ
け
に
し

か
使
用
で
き
ず
、
水
素
極
に
高

価
な
白
金
を
使
わ
な
い
こ
の
電

極
触
媒
が
実
用
化
す
れ
ば
、
燃

料
電
池
車
の
普
及
に
大
き
く
貢

献
す
る
」
と
み
て
い
る
。
現

在
、
同
大
工
学
部
の
松
浦
宏
昭

研
究
室
で
進
め
て
い
る
。

　
「
大
学
は
新
し
い
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
ネ
タ
を
見
つ
け
、
生

み
出
す
役
割
が
あ
る
。
モ
ノ
づ

く
り
は
偏
差
値
よ
り
も
熱
意
が

大
事
。
技
術
習
得
と
高
い
倫
理

観
の
両
輪
を
備
え
た
人
材
を
育

て
て
い
く
と
同
時
に
地
域
と
と

も
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」

内
山
学
長

考
え
だ
。

　　 ２０１４年 平成２６年 １１月２８日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


